
 

 

 

                             

 

新学期が始まり１ヶ月が経ちました。生徒の皆様は新しい環境に慣れてきた半面、これ

までの緊張がほぐれ、疲れが出やすい時期です。また、大型連休の期間は生活リズムが乱

れやすくなります。疲れをためないように早寝・早起きをして、朝ご飯をしっかり食べて、

毎日元気に過ごしましょう。 

５月の献立紹介 

「端午の節句」 ５月１日  若竹うどん    

５月５日は端午の節句です。 

こどもたちがすくすくと育って欲しいという願いから、「成長が早い植物」とし

て知られ、1日に 1m近く成長することがあるタケノコが端午の節句の祝い膳に

用いられます。給食では、うどんの具材として使用しました。 

季節の献立「八十八夜」 ５月８日 白身魚のお茶入りパン粉焼き 

              ５月１１日 抹茶ケーキ 

５月２日は八十八夜です。 

茶摘みという歌に「夏も近づく八十八夜 野にも山にも若葉が茂る」という歌詞があ

ります。八十八夜とは、春から夏に移る節目の日で、立春から数えて八十八日目のこと

を言います。この頃から、茶の葉を摘む「茶摘み」が始まります。この時期に生産され

るお茶を新茶と呼び、さらに八十八夜に摘んだお茶は、昔から不老長寿の縁起物とされ

ています。 

給食では、お茶をパン粉に混ぜた魚料理と抹茶を使ったデザートで、お茶の風味を味

わいましょう。 

「給食メニューコンクール受賞献立」  

５月１２日 枝豆わかめごはん・魚のつくね・野菜の和え物・玉ねぎと卵のみそ汁    

 

 給食メニューコンクールは各家庭でオリジナルの給食メニューを考えることで、 

食への関心や食べる意欲を高めてもらうことを目的に平成２１年にスタートしました。 

令和７年度のテーマは「これが食べたい！魚を使った給食メニュー」でした。中学生

2,747の応募作品の中から本校の生徒が JAスマイル組合長賞を受賞し、その献立を５

月 12 日に給食で提供します。魚のつみれではアクセントとして大葉を加えたり、ごは

んに枝豆をいれることで彩りもきれいな和食献立になっています。   

 


